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総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会 2021.9.30

北海道⼤学COI   『⾷と健康の達⼈ 』
いま、未来の⼦供たちにできること

⽂部科学省/JST 北海道⼤学 COI拠点⻑
（株）⽇⽴製作所 シニアプロジェクトマネージャ

エミプラスラボ合同会社 代表
フードロス削減コンソーシアム 事務局⻑

経産省 産学融合拠点拠出事業 上級エリアコーディネーター

吉野 正則
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⺟⼦を中⼼に、家族が健康で安⼼して暮らせる社会
Visionをつくる︓Why (⼤義の設定）

Social Innovation

企業
ビジネスmind・⼈財・データ

⾃治体
公共mind・⼈財・データ

地域の
新産業

住⺠・公衆
サービス

⾏政の
⾼度化

新しい公共
市⺠mind・⼈財・データ

北海道⼤学COI

新しい公共を
⾃治体・企業・⼤学・市⺠でつくる

参考︓地⽅公共団体におけるデータ利活⽤ガイドブックVer. 1.0 (総務省）



2

Vision形成の背景と⾃治体（岩⾒沢市）との連携

⽇本は、
低出⽣体重児が10⼈に1⼈

DOHaD
⺟の腸内環境が影響

社会環境
⾷・⽣活の改善
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岩⾒沢︓10.４％ (2015)
出⽣率:1.27

出⽣前 出⽣時 出⽣後

胎児期（⺟体）〜乳幼児期の環境は、
将来の健康や特定の病気への

かかりやすさに影響する

DOHaDを誘導する環境要因として
腸内細菌が注⽬されている

DOHaD :Developmental Origin of Health and Disease

①

母親の食習慣
腸内細菌叢形

成
②

母親から子への
菌の垂直伝播

③
子の

腸内細菌叢
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資料︓厚⽣労働省 国⺠栄養調査（H21)

BMI 18.5 以下

原因の⼀つが
“やせすぎ”の増加

20才代の20％以上

⺟⼦が元気になれば、地域・家族が笑顔で安⼼して暮らせる社会になる
岩⾒沢市の“総合戦略”として推進
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岩⾒沢市

プレママ ママ・
乳幼児

妊婦 学童幼児

⾷事
⽣活

便・⾎
⺟乳

⺟⼦健康調査
新公共サービス

・テーラメード型⾷・健康
・⼦育て⽀援
(買物⽀援・遠隔医療)

準備開始

初妊婦登録

初出⽣時登録

2015
2017

2018

2019

2020

登録者数100名

全妊婦登録可能

病院・市⺠と共有

サービス提供開始

フロー
構築
個別
分析

データ
統合
分析

岩⾒沢市⺟⼦健康調査

・市、⼤学、企業が⼀体となった“⺟⼦健康調査”の実施、事業化
・個々⼈に合わせた健康サービスを提供する健康データ統合PFを構築
・低出⽣体重児⽐率低減︓10.6%[ʻ15] → 6.3%[ʻ19]

（ʼ20 オープンイノベーション ⽇本学術会議会⻑賞）（ʼ21 7⽉ Natureで特集記事掲載）

健康データ統合プラットフォーム

健康データ統合データベース 網羅的解析基盤
可視化 将来予測 予防・ケア⺟⼦健康⺟⼦健康 健康予報健康予報 健康意識

⺟⼦健康調査︓コホート研究＋社会実装をdesign
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⾼校⽣ 結婚 妊娠判明 妊娠中 出産・⼊院 ⼦育て

⾃由研究
・まなぶ
・考える
・体験する

ご結婚おめでとう
・健康管理
・妊娠知識
・不妊治療

病院︓検査 市︓⺟⼦⼿帳

⺟⼦健康調査
パンフ配布

⺟⼦健康調査
参加の⽅
・調査票
・⾷事調査

⺟⼦健康調査
・便、尿、⾎液
・⾷事調査
・カルテ
・調査票

⺟⼦健康調査
⺟:便、尿、⾎

⺟乳、カルテ
⼦:臍帯⾎、便

カルテ

⺟⼦健康調査

⼦:便
調査票
⾷事調査

病院︓健診 病院︓健診 病院＆市学校

⼦育て
1か⽉・(4~5か⽉)

8~9か⽉、1才半
３才，5才、学童期

⺟⼦健康調査
⺟:便、尿、⾎
⺟乳、調査票
カルテ,⾷事

⼦:便
カルテ

病院＆市市︓婚姻届け

⺟⼦健康調査︓岩⾒沢市・市⺠の事業として構築

妊娠期間 産後

初期 12週 24週 36週 入院中 1か月 4～5月 8～9月 1歳半 3歳 5歳 学童期

②社会課題︓客観的な価値（科学）の共有︓市⺠とともに達成していく仕組み

●⽣体試料︓⾎液、便、尿、⺟乳等を提供
●調査︓⾷事、健康情報・・
⇒アドバイス等の返却

⺟⼦健康調査

分析
解析

・⺟⼦健康
・腸内環境
・⾷研究

家族健康⼿帳

⾚ちゃん訪問
（2か⽉以内*）

1才半︓名⼊り絵本
プレゼント

市と家族を直接結ぶコミュニケーションアプリ（妊産婦の半数が使⽤）共感フリーペーパー
Live

保健師さんに直接
悩み相談メール

誕⽣おめでとうハガキ

⾷リカーリングサービス
学びのパンフ等

①⾃分課題︓主観的な価値と意味を共有︓市⺠との関係を変える

・特許
・サービス
・ビッグデータ

研究・開発 社会実装
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市⺠とともに、IssueをDesignしていく

⺟⼦コホート（⺟⼦健康調査）

シンポジウム（ニーズ・仲間づくり）
①⼥性の多様な選択を⽀えられる地域 ②Inclusive Life(内閣府・北⼤主催）

市⺠（⺟⼦、市⺠ネット︓エミプラスラボ）

COI岩⾒沢事務所 （市役所内）

⾃治体（情報・保健・教育委員会・・）

COI参画機関会議（隔⽉）+Forum
COI戦略企画部⾨（PL・リーダー会議 隔週）

⾼校

⾃由
研究

COIの⽇
（毎週）

「共創の場」 議論、企画・共有（新しい企業・他⼤学若⼿連携も参加）

work
shop

インタビュー
座談会

情報
発信

①⽇常的に市⺠、⾃治体の課題を議論
②調査等で定期的に課題を把握（意識・健康）

毎
週

国⽴成育連携
産業創出PJ*1

③みんなとともに、 ⾃分らしく⽣きる

市として継続
妊娠・結婚意識調査
（全国１万⼈）*2

妊娠前のこころとカラダ・ヘルスリテラシーの議論

2015 2017 2018 2019 2020 2021

COI 妊産婦・⼦育て 岩⾒沢︓低出⽣体重児減 (10.4%(ʼ15)➡6.3%(ʼ19))

*1:プレコンセプションケア産業創出PJ︓(株)SUNDREDとの連携 *2:現代⽇本における⼦供を持つことに関する世論調査︓⽇本医療政策機構と北⼤で調査、分析

●気づいたら、⾼齢出産の年齢になっている
●妊孕⼒（にんようりょく・妊娠に必要な能⼒）、

低出⽣体重児など、ヘルスリテラシーが⾜りない
●望んだ時に、妊娠できていない
●⾃分の⼦供も、みんなの⼦供も家族も⼤切

ライフデザイン︓⾃分課題
●北海道は少⼦化（出⽣率1.2）
●⼥性の活躍が進まない（ジェンダー格差）
●地域にありがちな固定的な男⼥・家族意識
●安⼼・安全に産み・育てられるまちが必要
（COIでは、妊産婦・出産を中⼼に推進）

少⼦化・地域維持︓社会課題

2013/3 COCN
「⼦供の成⻑を⽀援する
新社会システム」

（⽇⽴）
他大学
COI若手
参加

“社会課題”と”⾃分課題”を共有・共感にする

COI開始
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Why

How

What⾃分︓低出⽣体重児
社会︓少⼦化

⾃分事化

●アプローチ

因果︓科学
⾏動︓社会学的アプローチ

●Action

関係者の共感

●⼤義、課題設定

社会課題︓少⼦化

⾃分課題
低出⽣体重児

科学的仮説・ファクトの創出

利他的⾏動︓⾃分事として
参加機会の創出

つなぐための市⺠参加地域会社
合同会社の設⽴

課題設定(why) ︓ 関係者（市⺠、⾏政、⼤学、企業等）が⾃分事として共感できる⼤義
Single Issue（低出⽣体重児減）設定ができ、因果関係（仮説）を⽬標として共有。

（少⼦化⇒⺟⼦の健康⇒低出⽣体重児（DOHaD)⇒腸内環境⇒便）
総合知︓科学的アプローチ（因果関係の解明）と社会学的アプローチ（⾏動）を並⾏して推進する

⺟⼦健康調査ほか

WhyからBackcastingして、課題、研究開発を構築
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潜在的な課題・知を、場・Teamで共有しながら発展させる
『⼈間中⼼』、『⾒える化の⼒』と『明⽇の姿をイメージする⼒』から創出
４つの対話の実⾏でCOIを進めている。

①「深く知るための対話
(Deep Inquiry)」

デプス、グループインタビュー︓潜在課題探索 エスノグラフィー・(コホート)︓Goalの共有

②「創造的な対話
(Ideation)」

④「実践へ結びつける
対話(Realization)」

③「モノを通じた対話
(Prototyping)」

-戦略プラン-
-市場仮説-

-プロトタイピング-

-仮説の共有-

-地域検証-
-共有・共感-

観察により本質的課題や
潜在的なニーズを発掘
・シェアする

Open endの問いから、
Teamが潜在的な課題を
発掘し、自分の課題に
落とす
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⾃分の知と他⼈の知を融合して発展させる
●関係者、ユーザー、実際の⼈を深く観察し、議論する
●価値と社会実装のあるべき姿、イノベーションの⽅向性を⾒つけ出す

■デプスインタビューの⾵景
関係者・ユーザーにデプス・グループインタビューを実施して、

現状課題を把握し課題を抽出する

専⾨のインタビューアーが
対象者に質問を実施
Open endの問い

メンバーが対象者の
⾔動や感じ⽅を別室から観察する

価値と社会実装のあるべき姿を検討し、
⽅向性を抽出する

回答の精度や回答者の本⼼のほか、
潜在的なニーズや新しい気付きを、
観察者が議論・確認、発掘する

課題・Goalの共有
・デザイナー
・情報・通信会社
・ヘルスケア会社
・研究所
・設計者、事業
・商品企画
・マーケティング

・医師
・博⼠研究員
・看護師
・理学療法⼠
・栄養⼠
・薬剤師
・産学連携

・市役所
・保健師
・助産師
・病院
・⻭科衛⽣⼠
・地元企業

企業 ⼤学 ⾃治体

＊内容により参加者が変わる
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知の共有をひろげる︓知財のオープン化 （2019年度から開始）

社会課題へのOpenな知財活⽤をめざす”IP for Society”を開始する
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⺟⼦健康調査普及に向けたIPをOpen化の取組み
参画機関（北⼤・森永乳業・⽇⽴）合同ブレスト実施
創⽣した知的財産を⾮営利団体向けに開放
ニュースリリース（2020/9)

合同ブレインストーミング
特許名 概要

⺟⼦健康管理システム及び
情報提供⽅法

コミュニティ⽣成を補助し、本健康
管理システム利⽤

親⼦健康管理システム、
親⼦健康分析装置、
及び親⼦健康管理⽅法

⺟⼦の健康状態を推定し、アン
ケート項⽬を絞ることで、調査の
離脱率低減

親⼦健康管理⽀援システム、
親⼦健康⽀援装置、
及びデータ処理⽅法

FB時期タイミングでインセンティブ
を提供することで、継続的な参加
を促す

⾮営利団体向けに開放した知的財産
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アプローチは、ひとつじゃない︓総合知の必要性

●⾃然科学が得意なこと
（客観的、3⼈称︓たとえば安全）

・○○すれば、△△になる
・How toになるもの。
・再現性、法則性、最適化
・データでつくれるもの、ビジネスモデル
（製造業、保険、医療・・・）

●社会学・⼈⽂学が得意なこと
（主観的、1、2⼈称︓たとえば安⼼）
・こちらの態度で、相⼿の対応も、
反応も答えも変わるもの

・感情、気分、嗜好、モチベーションに
左右されるもの

・⾳楽、Art、美しいもの

主観から客観は、⽣み出せる

https://dipexinternational.org/ https://umumedia.jp/
＊DIPEｘ︓Database of Individual Patient Experiences is an Oxford, England-based health charity that works closely with the Health Experiences Research Group at University 

Narrativeのアプローチ
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Transdisciplinaryで共感をつくる、今後最も重要なのは⼈材育成

Interdisciplinary Transdisciplinary

それぞれの
知識・意見を
持ち寄る

知・主観の
共感・共有

それぞれの幹をみて、つないでいく
Produceする⼈材の育成
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研究
開発

集う
産業
交流

健康経営都市
⾷と健康xライフデザイン

DX︓スマート農業・5G
⾷・農業・保存・流通
北海道⼤学、企業連携

⾃律型地域インフラ
再⽣可能エネルギー

企業、北海道⼤学、⾃治体

未来⼈材育成拠点

未来への選択肢をひろげ、⾃分らしく⽣きる

1. 誰もが活躍、⼈材を育て活かす︓⼦どもが最先端の科学に触れられる、
⼤⼈の学び直しができる（リカレント）

2. 新しい時代の流れを⼒に︓地域をフィールドとした産学官⾦地域連携
3. 新しいひとの流れ︓道内、その他地域から学び、体験、研究

未来⼈材育成拠点を岩⾒沢市・⼤学と設⽴していく準備中

2 ３

学び
実践

1
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ありがとうございました。
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以下、参考資料
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10年後、どのように社会が変わるべきか、⼈が変わるべきか。⽂部科学省/JST

30社以上の企業、機関、⾃治体が参加

北海道⼤学COI :”⾷と健康の達⼈“拠点

拠点⻑︓吉野(⽇⽴）
副拠点⻑︓武⽥（森永）

研究リーダー︓⽟腰（北⼤）
CDO︓宮寺（ORSO)

事業戦略企画部⾨（吉野）
（⼤学・企業・⾃治体融合組織︓外部50%）

北⼤
筑波・北⾥

慶應・九州⼤学

企業・⾃治体
道関連機関

⽣産者

・全体運営・企画・予算
・研究design
・アウトリーチ、渉外

研究開発 研究開発・社会実装

総⻑・理事

岩⾒沢市
札幌から約30km
⼈⼝ 約８万⼈
主要産業︓農業

・下町ロケットの
モデル市
（スマート農業）

・最初の５G実証市
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1980 1990 2000 2010 2020 2030

1988 internet商⽤化
1994 Netscape
1995 Amazon.com

2004 Facebook

2006 “Longtail”
2007 iPhone

2010 ”SHARE”
2007 ”FREE”

1997 “イノベーションのジレンマ”
2012 ”Whyから始めよ”

「望みは遂げたが、満⾜は無い」︓マクベス

SDGs ⼈⼝の飽和

幸せは飽和しない︓Open endのアプローチ

1995 “being digital”

世界はD2Cへ向かって、進んできた。

2006 Twitter
2005 Youtube

2017 Tiktok
2015 Apple Watch
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能⼒・機能＝価値
②能⼒・機能は、もはや価値と信じない

実⾏＜ 計画
①計画することが、実⾏するよりコストは⾼い

③Narrative、Jobで⼈は動く

Evidence based＜Narrative based

つくる ￥ 計画

まず、Goalの⼀部を⼩さくつくって、試してみる。
そして、計画を⾒直す。

北⼤COIの運営︓いま 時代は、計画しすぎなのではないか︖
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１．考え⽅が変わる⇒⾏動が変わる

２．⾏動が変わる⇒考えかた/⾏動が変わる

⽬的の提⽰
・Bad
・Good

健常⼈ 医者

健康
病気

病気

健康

理由の提⽰
・evidence
・成功/失敗例

⾏動
変容

体験
・⼼地よい
・楽しい
・⾃分らしい

共感する
・⼈に伝えたい
・もっと問いたい
・利他

考え
⾏動
変容

GAP
健康

病気

⾃分で変わる考え⽅と⾏動

⽇常
⾮⽇常




